
集
会
に
先
立
っ
て

署
名
行
動
と
パ
レ
ー
ド

青
森
集
会
に
駆
け
つ
け
た

参
加
者
は
、
さ
っ
そ
く
チ
ラ

シ
配
り
と
署
名
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
県
庁
前
の

青
い
森
公
園
か
ら
市
街
を
回

る
盛
大
な
パ
レ
ー
ド
を
行
い

ま
し
た
。

集
会
の
代
表
委
員
の
富
山

洋
子
日
消
連
会
長
は
パ
レ
ー

ド
の
マ
イ
ク
を
握
り
「
何
と

い
っ
て
も
生
命
が
第
一
。
放

射
能
か
ら
環
境
を
守
る
こ
と

は
こ
ど
も
た
ち
の
生
き
る
権

利
・
人
権
を
守
る
こ
と
で

す
。」
と
市
民
に
呼
び
か
け
共

感
を
呼
び
ま
し
た
。

「キ
ッ
ク
オ
フ
宣
言
」

東
京
か
ら
青
森
へ

一
時
半
か
ら
開
催
さ
れ
た

集
会
は
、「
東
京
で
の
『
キ
ッ

ク
オ
フ
宣
言
』
に
続
い
て
、

さ
ら
に
青
森
で
運
動
を
発
展

さ
せ
よ
う
」
と
い
う
合
い
言

葉
の
も
と
、
熱
い
雰
囲
気
で

始
ま
り
ま
し
た
。

微
量
で
も
放
射
能
は
危
険

 
 

学
識
経
験
者
報
告

続
い
て
三
人
の
学
識
経
験

者
か
ら
現
状
報
告
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

京
都
大
学
原
子
炉
実
験
所

の
小
出
裕
章
さ
ん
は
、
東
海

村
の
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
で
亡
く
な

っ
た
大
内
さ
ん
の
腕
の
写
真

を
示
し
、「
事
故
の
時
の
放
射

線
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
生
命

を
構
成
し
て
い
る
分
子
結
合

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
比
し
て
十

万
倍
以
上
も
あ
っ
た
。
体
温

を
千
分
の
一
上
昇
さ
せ
る
に

過
ぎ
な
い
わ
ず
か
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
っ
た
の
に
、
大
内

さ
ん
は
体
細
胞
機
能
を
破
壊

さ
れ
、
再
生
能
力
を
失
い
助

か
ら
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
、

放
射
線
被
曝
の
意
味
を
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

放
射
能
汚
染
食
品
測
定
室

代
表
の
藤
田
祐
幸
さ
ん
は

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
以

来
食
品
の
放
射
能
を
測
定
し

て
き
た
が
、
市
民
に
よ
る
自

主
的
な
監
視
活
動
は
特
に
重

要
」
と
強
調
し
、
東
京
海
洋

大
学
名
誉
教
授
の
水
口
憲
哉

さ
ん
は
「
六
ヶ
所
の
放
射
能

廃
液
は
、
ハ
ガ
キ
漂
着
調
査

か
ら
、
岩
手
か
ら
千
葉
ま
で

の
沿
岸
に
確
実
に
漂
着
す

る
」
と
予
測
を
語
り
ま
し
た
。

青
森
県
民
も
闘
っ
て
い
ま
す

 
 

青
森
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

青
森
県
議
の
鹿
内
博
さ
ん

は
、「
青
森
県
は
今
月
末
に
も

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
四
ス
テ

ッ
プ
再
開
を
了
承
す
る
と
の

報
道
も
あ
る
が
、
新
潟
県
中

越
沖
地
震
の
教
訓
を
生
か
そ

う
と
し
な
い
姿
勢
だ
。
改
訂

耐
震
指
針
に
よ
る
評
価
が
出

さ
れ
て
か
ら
結
論
を
出
す
べ

き
だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

「
核
燃
一
万
人
訴
訟
原
告

団
」
の
山
田
清
彦
さ
ん
は
、

仙
台
高
裁
に
提
出
さ
れ
た
低

レ
ベ
ル
廃
棄
物
処
理
場
地
下

断
層
資
料
な
ど
を
示
し
、
裁

判
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

三陸の海を放射能から守る                       

岩手の会                                200７（平成 1９）年      
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《まった再処理分庫》                                                            

など約３５０人が集まり開催されました。「子ども達

に豊かな自然を残すのは私たちの責任！」という思い

を込めて消費者と生産者が固く団結して、放射能汚染

を阻止するための闘いが青森から開始されました。

「『六ヶ所再処理工場』に反対し放射能汚染を阻止す

る全国ネットワーク」青森集会は、８月２５日午後

１時半から青森市文化会館に、日本消費者連盟など

呼びかけ６消費団体傘下の消費者と、農漁業生産者



生
産
者
こ
そ
安
全
な
も
の
を

届
け
た
い
と
願
っ
て
ま
す

リ
レ
ー
ト
ー
ク

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
十

二
人
が
登
壇
し
、
「
風
評
被

害
」
や
「
不
買
運
動
」
に
つ

い
て
多
く
の
意
見
が
交
換
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
運
動
の

目
的
は
諸
悪
の
根
源
で
あ
る

「
再
処
理
工
場
」
の
稼
働
阻

止
で
あ
っ
て
、
消
費
者
と
生

産
者
を
対
立
さ
せ
る
運
動
形

態
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が

強
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

青
森
で
農
業
を
営
む
哘

（
さ
そ
う
）
清
悦
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
全
て
の
青
森
県
産
品

に
放
射
能
濃
度
の
数
値
を
表

示
す
る
運
動
を
進
め
て
い
ま

す
。
数
値
を
見
て
他
県
の
と

の
差
が
な
け
れ
ば
ど
う
か
青

森
県
産
の
お
い
し
い
農
産
物

を
買
っ
て
く
だ
さ
い
。
放
射

能
数
値
が
あ
が
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
再
処
理
工
場
が
原
因

で
す
か
ら
、
生
産
者
、
消
費

者
と
も
に
、
反
対
し
て
ゆ
き

ま
し
ょ
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
稼
働
中
止
を
！

 
 
 
 

集
会
ア
ピ
ー
ル

集
会
は
、「
生
産
者
・
消
費

者
、
共
に
力
を
合
わ
せ
、
命

を
蝕
み
環
境
と
食
べ
物
の
放

射
能
汚
染
を
も
た
ら
す
再
処

理
工
場
の
稼
働
中
止
を
強
く

求
め
て
ゆ
こ
う
」
と
い
う
集

会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
ま
し
た
。

岩
手
か
ら
は
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
五
四
人
、
重
茂
漁
協
八

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

〇
人
な
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

署
名
要
請
団
体
に
は
、
重

茂
の
ほ
か
に
、
大
浦
、
織
笠
、

山
田
、
船
越
の
四
漁
協
が
加

わ
り
ま
し
た
。

漁
業
者
と
消
費
者
署
名
行
動

九
月
十
一
日
盛
岡
・北
上
・一
関

青
森
集
会
に
出
席
し
た
岩

手
の
漁
業
者
と
生
活
ク
ラ
ブ

生
協
岩
手
の
組
合
員
は
九
月

十
一
日
十
時
半
か
ら
署
名
行

動
を
行
い
ま
す
。
盛
岡
で
は
、

川
徳
デ
パ
ー
ト
前
と
産
ビ
ル

前
で
す
。

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」「
三
陸

の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手

の
会
」
な
ど
五
市
民
団
体
は
、

「
中
越
地
震
に
よ
る
原
子
力
施

設
耐
震
評
価
の
崩
壊
を
踏
ま
え

た
要
望
書
」
を
八
月
二
四
日
フ

ァ
ッ
ク
ス
で
青
森
県
議
員
と
マ

ス
コ
ミ
に
送
り
ま
し
た
。
こ
の

要
望
書
に
は
、
さ
ら
に
「
豊
か

な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
な
ど

全
国
二
四
の
市
民
団
体
が
賛
同

し
連
名
し
ま
し
た
。

新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
発
は
想

定
外
の
強
い
地
震
に
襲
わ
れ
、

火
災
が
発
生
し
、
機
能
が
停
止

し
ま
し
た
。
同
じ
核
施
設
の
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
の
耐
震
問
題

は
、
個
々
の
原
発
よ
り
さ
ら
に

深
刻
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

に
「
原
発
の
耐
震
評
価
は
根
本

的
に
崩
れ
た
」
と
し
て
、
見
直

し
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

青
森
県
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
第
四
段
階
」
に
つ
い
て
八
月

末
に
県
議
会
全
員
協
議
会
を
開

催
し
て
再
会
に
つ
い
て
審
議
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
事
態
を
踏
ま
え
、
再
処

理
に
反
対
す
る
市
民
団
体
は
青

森
県
議
会
議
員
に
対
し
て
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
試
験
第
四
段
階
の
中

止
と
再
処
理
工
場
全
体
の
耐
震

性
の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

《
要
望
書
要
旨
》

原
燃
自
身
が
八
月
二
十
日
海

の
活
断
層
の
再
調
査
に
踏
み
切

る
な
ど
、
耐
震
性
に
つ
い
て
多

く
の
疑
問
が
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
現
在
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

第
四
段
階
の
再
開
は
考
え
ら
れ

な
い
。
全
国
の
原
発
か
ら
放
射

能
が
寄
り
集
ま
っ
て
く
る
六
ヶ

所
再
処
理
工
場
に
は
、
六
月
末

ま
で
に
二
二
七
〇
㌧
の
使
用

済
み
燃
料
が
集
積
し
て
い
る
。

そ
の
う
ち
一
六
〇
㌧
が
既
に

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

柏
崎
刈
羽
原
発
の

 
 

ダ
メ
ー
ジ
は
深
刻

「
柏
崎
刈
羽
原
発
は
再
稼
働

す
る
と
い
う
雰
囲
気
で
語
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
、

「
同
原
発
の
閉
鎖
を
訴
え
る
科

学
者
・
技
術
者
の
会
」
が
、
八

月
二
一
日
、
東
京
都
内
学
士
会

館
で
記
者
会
見
し
声
明
を
発
表

し
ま
し
た
。

声
明
を
発
表
し
た
の
は
石
橋

克
彦
氏
（
神
戸
大
学
・
地
震
学
）、

井
野
博
満
氏
（
東
京
大
学
・
金

属
材
料
学
）、
田
中
三
彦
氏
（
元

再
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
高
レ

ベ
ル
濃
縮
廃
液
が
約
八
〇
立
方

㍍
作
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
高
レ
ベ
ル
濃
縮
廃
液
は
、

絶
え
ず
冷
却
攪
拌
し
続
け
な
け

れ
ば
、
放
射
能
の
出
す
熱
で
深
刻

な
事
態
を
引
き
起
こ
す
。
地
震
で

電
気
系
統
や
冷
却
系
統
、
排
気

系
統
が
破
損
す
る
だ
け
で
恐
ろ

し
い
事
態
が
到
来
す
る
こ
と
に

な
る
。
再
処
理
工
場
に
は
配
管

が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。
地
盤

の
揺
れ
だ
け
で
な
く
、
ズ
レ
が

生
じ
れ
ば
配
管
は
引
き
ち
ぎ
ら

れ
る
よ
う
に
破
壊
さ
れ
中
か
ら

高
レ
ベ
ル
廃
液
や
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
溶
液
が
漏
れ
出
し
、
壊
滅
的

な
事
態
も
考
え
ら
れ
る
。

再
処
理
の
先
が
け
と
な
っ
た

英
仏
の
工
場
周
辺
に
は
大
地
震

の
巣
は
な
い
と
い
わ
れ
る
。
中

越
沖
地
震
の
震
源
域
と
な
っ
た

活
断
層
の
実
態
や
、
刈
羽
原
発

の
被
害
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
再
開
の
是
非
は
こ
れ
ら
の
調

査
終
了
後
に
検
討
す
れ
ば
良
い

こ
と
で
あ
る
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

原
発
設
計
技
術
者
）、
山
口
幸
夫

氏
（
原
子
力
資
料
情
報
室
）
の

四
氏
。
声
明
で
は
次
の
四
点
を

指
摘
し
て
い
ま
す
。

①
柏
崎
刈
羽
原
発
周
辺
で
再
び

大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
を

否
定
で
き
な
い
。
こ
の
地
域
は

地
殻
活
動
度
が
高
い
「
羽
越
ー

信
越
褶
曲
帯
」
の
真
っ
只
中
に

あ
り
、
活
断
層
も
多
い
。

②
昨
年
九
月
に
改
訂
さ
れ
た

「
発
電
用
原
子
力
施
設
に
関
す

る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」
に
は

「
全
て
の
建
物
・
構
築
物
は
十

原
燃
か
ら
回
答
書
届
く

日
本
原
燃
は
、
私
た
ち
が
提

出
し
て
い
た
「
放
射
能
除
去
と

海
藻
か
ら
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
検

出
に
つ
い
て
の
緊
急
質
問
状
」

に
つ
い
て
、
八
月
十
三
日
に
や

っ
と
回
答
書
を
送
付
し
て
き
ま

し
た
。

内
容
に
つ
い
て
次
号
に
掲
載

し
ま
す
。
回
答
全
文
と
私
た
ち

の
見
解
は
、
当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
し
ま
し
た
。

各
地
で
一
斉
署
名
行
動

「
放
射
能
を
流
す
な
」
の
一

斉
署
名
行
動
は
、
青
森
、
岩
手
、

宮
城
、
埼
玉
、
東
京
、
大
阪
、

京
都
な
ど
各
地
で
創
意
あ
る
取

り
組
み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

集
約
数
は
、
八
月
末
で
四
万

五
千
人
を
越
え
ま
し
た
。（
こ
れ

は
、
偶
然
で
す
が
再
処
理
工
場

の
『
年
間
経
口
致
死
量
』
の
数

字
に
近
い
数
で
す
）

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

分
な
支
持
性
能
を
持
つ
地
盤
に

設
置
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
同
原

発
は
明
ら
か
に
立
地
不
可
能
で

あ
る
。

③
同
原
発
は
想
定
し
た
Ｓ
２
を

遙
か
に
超
え
る
地
震
に
襲
わ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
今
回
、
多
く
の

施
設
・
機
器
に
塑
性
変
形
（
永
久

ひ
ず
み
）
が
残
っ
た
。
こ
れ
は
検
証

不
可
能
で
あ
り
再
使
用
は
危
険

で
あ
る
。

④
同
原
発
の
地
盤
に
複
数
の
活

断
層
が
あ
っ
て
危
険
な
こ
と
は

地
元
民
が
当
初
か
ら
訴
え
て
来

た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
か
ら
閉
鎖
も
視
野
に
入

れ
た
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

２９市民団体、青森県議会に要望書提出

原
発
閉
鎖
も

視
野
に

入
れ
た

客
観
的
な

検
証
を

科
学
技
術
者
が
声
明

下北半島周辺

の 断層地図


